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出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 口腔ケアと日用品発注の年間業務報告終了しています。

・4/16～5/15までの年休申請についてですが、病棟移動があるので、年休申請を行う場合は

　3/15までに申請しましょう。また、学校や保育園などの行事で年休申請を出す場合は、分かり

　次第早めに申請するようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・木ノ下　ツヨ様～臨時薬(アマリール)同内容で、7日分継続処方となっています。

・山内　公博様～皮膚状態改善し、掻痒感軽減してきているため、内服薬止めとし様子観察

　　　　　　　　となっています。

・若松　高様～掻痒感強いとのことで、臨時薬一部変更となり、7日分処方となっています。皮膚状態

　　　　　　　の観察をおこなっていきましょう。

・中村　陽子様～下痢便が続いているとのことで、センナリド止め、予測指示として便秘時シンラック液15敵まで内服可（2/21～3/5）とし、シンラック液1本処方となっています排便状況の観察行っていきましょう。

・五十嵐　タイ様～咽頭通や頭痛、咳嗽の訴えあり、オラドールトローチ4T　4×1　昼～3日分

　　　　　　　　　ムコキール(15)3T　3×1昼～3日分処方となっています。

・松田　信夫様～コリネールL(20)2T　　リスペリドン(1)2T　2×朝・夕食後

　　　　　　　　フルニトラゼパム(1)1T　レボトミン(5)1T　1×vds/3T

内服薬一部変更し3日分処方となっています。睡眠剤が減量になるので、睡眠状態の観察を行っていきましょう。

息子様より連絡があり、昨日で点滴治療は終了となり、本日より栄養補助食品を経口摂取開始している事を伝えています。息子様が２２日から２５日まで出張に行かれる為、２７日の午後４時位に面会に来るので主治医との面談を促し了承されています。

また、来院時にはオムツの購入許可証の記入をしてもらってください。

　　　　　　　　
＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価＞

・木村　春雄様～主食・副食とも2/3の摂取状況・排泄状況とも少ない状態です。本人に水分を促すも

　　　　　　　　本人拒否しています。明日、主治医へ情報提供していきましょう。

＜担当業務＞　日用品発注　　　担当者:小笠原　麻衣　 貝塚　寿子　　記載者:貝塚　寿子

＜業務内容＞

・患者様使用日用品の管理・発注

・オムツ使用後処理及び入浴後汚れ衣類・ごみを処理する際のダスロール発注

・オーダリングをしている日用品に関しての見直し・検討(節約)毎月の使用量の確認･点検

＜下半期報告＞

・ダスロールの使用枚数を週ごとに確認（状況に応じた使用の有無）し、不足のないように努めた。一週間に一度各ユニットでの使用本数を確認し準備している。昨年度からの見直し・実施で、スタッフ全員把握し、意識向上が図られている事が継続されており、スムーズに使用・管理出来ている。

・ダスロール発注について、今年度は患者様とご家族様に入院費に加算、又はカードより精算としていただくように説明し了承をしていただき購入している。(家族事情により病院での発注ができない患者様に関しては、現在受け持ちスタッフと連携し理解を得られるよう取り組んでいる。)

1Fオムツ使用後処理・汚染寝具ダスロール・日用品ゴミ処理ダスロール･･･12本／月

2Fオムツ使用後処理ダスロール(日用品ゴミ処理ダスロール・汚染寝具・衣類処理ダスロール含む)・・・7本／1週

★処理量が多くなっていることから、1日7枚から１本(10枚)に増量している。

入浴時衣類更衣処理ダスロール(1Fも含む)・・・１ヶ月に12本( 1週間に3本) 

★1F・1週間に1本、2F・1週間に12枚

・スタッフが日用品を使用する際の意識向上が徐々に浸透し、使用予定本数内での使用ができていた。今現在は、患者様とご家族様に入院費に加算、又はカードより精算としていただくように説明し了承をしていただき購入している為、3か月に一度の私物発注で不足のないよう使用することが出来てきた。

・オーダリングでの日用品発注においては、

粉石鹸　　　　　→洗剤の使い方の見直し、計量スプーンへの変更、計量時の量を記載

ハイター類　　　　し実施することにより、粉石鹸の発注は減少すること出来ているが発注しても在庫が無いことにより粉石鹸の変わりや、感染対策などでハイターの使用率が増え発注が昨年より増加していた。

・トイレットペーパーの発注について

1日の使用量を確認・検討し、発注個数限度を決め実施を継続。患者様にも節約の説明をし、協力してもらっており過度な発注をすることなく使用していくことできている。

・ディスポ・ハンドソープの発注について

全スタッフ、感染予防の為の意識向上から発注量が多くなってきていたが無駄な使用をしないようにスタッフ各自気をつけてきたので昨年との差は多くなく発注できてきていた。

(入浴・オムツ交換・汚染寝具、衣類処理等)

病棟スタッフの節約についての周知徹底・意識向上は図れている。改善案や見直し内容

があった場合は、カンファレンス等にて随時見直しや検討をしていた。

＜次年度に向けての改善行動計画＞

· 年度末間報告の内容の継続

· 転入出患者様の変動時の発注内容確認と処理

· オムツ処理や衣類更衣に伴うダスロール量の増加に伴い、発熱者・感染症に伴う処理（予防衣、リネン、更衣衣類の処理など）に使用するダスロール量の増加があることも予想される為、不足する事が無い様に定期的に確認し、必要準備量の見直しを図り改善案があった場合は、カンファレンス等にて随時見直し・検討し実施していくとよいと思う。

· 転入、入院患者様があった場合、その都度御家族様にダスロールについて使用本数等を説明し病棟で発注をして良いかを確認していくようにする。

· オーダリングの発注は昨年より本年は減額をする事が出来ていたので次年度もこの状態を継続できるようにいくようにしていと思う。

＜担当業務＞

口腔ケア・義歯管理　担当者：新山　真已子・小笠原　実希・貝塚　寿子　記載者：小笠原　実希

＜業務内容＞

・毎月の口腔衛生状態評価の実施、データ管理

・新患者様がきた際のネームの確認

・コップや歯ブラシ等揃っているかの確認(無ければ家族様へ連絡)

・義歯・ポリデントの管理

＜年間報告＞
· 義歯管理

一人一人、入れ物を確実に準備し管理を行う事。

義歯管理表の作成。

・勉強会の実施。

・口腔衛生状態評価の実施。
